
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＩＧＡスクール構想とは 

＜ＧＩＧＡ ＝ Ｇlobal and Ｉnnovation Ｇateway for Ａll＞ 

校長 吉田 周平 
ＧＩＧＡスクール構想とは、学校に子供たち一人１台のタブレット端末等と高速大容量通信

ネットワークを一体的に整備することで、多様な子供たち一人一人の資質・能力を確実に育成

できる教育ＩＣＴ環境を実現する構想のことです。本校でも、５月中に生徒一人一人の端末設
定を終了し、少しずつではありますが授業での活用を始めています。 
コロナ禍による度重なる緊急事態宣言等により、社会から学校教育に求められているオンラ

イン授業ではありますが、学校教育におけるＩＣＴ化は単にパンデミックや災害時の対応だけ
が目的ではありません。学校教育にとってのＩＣＴ機器の活用は、子供たち自身が「自ら学べ
る」教育を実現するためのツールでもあります。 
今後の学校教育では、子供たちが一方的に教えられるインプット中心の教育から、生徒が主

体的に学び、学んだことを表現するアウトプット中心の授業に変えていくことも大切になって
きます。本校では、７月にもタブレットを活用した校内研究授業を予定しています。校内でＩ
ＣＴ機器を活用した授業実践を積み重ね、「これまでの学習にプラス+して」をキーワードに、

ＧＩＧＡスクール構想の推進に向けた取組を進めていきます。 

       学校だより  大岳高く多摩秩父   瑞穂町立瑞穂第二中学校 

令和３年度    第５号    令和３年６月２４日（木）  校長 吉田 周平 

        E-MAIL mizu2jh@educet.plala.or.jp  TEL 042-557-5501  FAX 042-557-6048                  

 

 

 

 

 タブレット端末では、 

学習用アプリを使って 

みんなで調べた情報 

を共有することができ 

ます。自分やクラスメ 

イトの様々な意見などをみんなで一緒に整理し

ながらまとめ、発表するといった学習が可能に

なります。 

 

 

 大容量高速回線 

で通信し、様々な 

人とやり取りをする 

ことができます。学 

校と離れた場所を 

つないで、地元の 

人の話を聞いたり、現地の様子を見たりするな

どの体験が可能となります。 

 

 

学校に導入されたタブ 

レット端末は、学校や家庭 

のＷｉ-Ｆｉ（ワイファイ）から 

インターネットにつないで 

使用します。 

 インターネットを使って、 

調べたいことを徹底的に調べることができま

す。 

 

 

 クラウド型ドリル教材な 

どを活用し、基礎的・基本 

的な内容を学習します。 

また、学習の難易度を選 

択でき、答え合わせも自 

動で行われ、得点が記録されるため、 学校で

も自宅でも、クラウド型ドリル教材を使って、自

分のペースでじっくり学習できます。 

これまでの学習に して プラス 


